
第Ⅰ章 検証方法 

 

１．検証の目的 

 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構（以下「機構」という。）では、評価方法の継

続的な改善に資するとともに、評価自体の説明責任を果たすため、実施した各種の評価につ

いて、その検証を行うこととしている。 

 機構では平成 28 年度に、国立大学法人及び大学共同利用機関法人（以下「法人」という。）

の第２期中期目標期間における業務の実績のうちの、教育研究の状況について評価を実施

した。この評価は、法人の運営を支援し、社会からの国立大学等への支援と信頼を一層得る

ことに寄与していくことを目的としている。 

本検証は、この評価目的を踏まえて、評価方法の適切性を検討するとともに、目的に対す

る効果や影響を把握することを目的とする。これにより、第３期中期目標期間の教育研究評

価の制度設計へ反映させることを目指し、実施する。 

 

 

２．検証の実施方法 

検証は、評価終了後に法人、並びに評価者に対してアンケート調査を行い、その結果を分

析することにより実施した。 

評価はいくつかの要素から構成されている。第一に、法人単位の教育研究に関する中期目

標の達成状況評価であり、達成状況判定会議により行われた。第二に、学部・研究科等単位

の現況分析であり、学系ごとの現況分析部会により行われた。現況分析はさらに教育と研究

の二つに分かれている。第三に、研究の現況分析の一部として、学部・研究科等を代表する

研究業績の水準判定があり、研究業績水準判定組織により行われた。 

そのため、アンケート調査はそれぞれの評価に対応するように、以下の６種類のものを作

成して実施した。 

 

【法人向け】 

① 教育研究の「中期目標の達成状況評価」に関する検証アンケート（法人単位で回答） 

② 学部・研究科等の教育の「現況分析」に関する検証アンケート 

（学部・研究科等単位で回答） 

③ 学部・研究科等の研究の「現況分析」に関する検証アンケート 

（学部・研究科等単位で回答（研究業績水準判定に関する設問を含む）） 
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【評価者向け】 

④ 中期目標の達成状況評価作業に関するアンケート（達成状況判定会議の評価者） 

⑤ 学部・研究科等の現況分析作業に関するアンケート（現況分析部会の評価者） 

⑥ 研究業績水準判定作業に関するアンケート（研究業績水準判定組織の評価者） 

 

現況分析に関しては、教育水準と研究水準とで評価項目や評価方法、並びに評価結果が異

なることや、教育水準と研究水準の自己評価作業の責任者が異なる可能性があることから、

法人向けには別々のアンケートとして実施した。評価者においては、ほとんどの評価者が教

育水準と研究水準の双方の評価を行っており、アンケート回答が煩雑となるため、１種類の

アンケート調査票とした。 

アンケート実施時期は、研究業績水準判定組織の評価者に対しては、その主な評価作業

が終了した後、平成 28 年７月 21 日～８月１日に実施した。現況分析部会の評価者には平

成 29 年２月 21 日～３月６日に、達成状況判定会議の評価者には平成 29 年４月 27 日～５

月 10 日に実施した。法人に対しては、評価結果の確定・公表後の平成 29 年７月 26 日～

８月 15 日に実施した。 

アンケートの配付数と回答数・率は表 1-2-1 のとおりである。法人からはほぼ全数に近

い回答を得られており、評価者からも７割以上の回答を得られている。 

 

区分 種類 対象（配付数） 回答数 回答率 

国立大学 

法人等 

向け 

① 達成状況評価 ９０法人 ９０法人 １００.０％ 

② 現況分析（教育） ８３１学部・ 研究科等 ８２１学部・ 研究科等 ９８.８％ 

③ 現況分析（研究） ５９８学部・ 研究科等 ５９１学部・ 研究科等 ９８.８％ 

評価者 

向け 

④ 達成状況評価 １７８人 １４５人 ８１.５％ 

⑤ 現況分析 ２５２人 １９９人 ７９.０％ 

⑥ 研究業績水準判定 ５８０人 ４１６人 ７１.７％ 

表 1-2-1 アンケートの配付数と回答数 率 

 

アンケートの構成の概略は以下のとおりである。なお、本報告書末尾に参考資料３として

アンケート様式を掲載している。 

法人へのアンケート 

① 教育研究の「中期目標の達成状況評価」 

Ⅰ 貴大学等における「達成状況報告書」の作成作業について 

Ⅱ 大学改革支援・学位授与機構による評価方法・評価結果について 

Ⅲ 評価による貴大学等での効果・影響について 

Ⅳ 自己評価のための体制等について 

Ⅴ 今後の評価のあり方について 
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②③ 学部・研究科等の教育/研究の「現況分析」 

Ⅰ 貴学部・研究科等における「教育/研究に関する現況調査表」の作成作業に 

ついて 

Ⅱ 大学改革支援・学位授与機構による評価方法・評価結果について 

Ⅲ 評価による貴学部・研究科等の教育/研究活動への効果・影響について 

Ⅳ 自己評価のための体制等について 

Ⅴ 今後の評価のあり方について 

 

評価者へのアンケート 

④ 中期目標の達成状況評価 

  Ⅰ 大学から提出された達成状況報告書について 

Ⅱ 評価方法・結果について 

Ⅲ 大学等への確認事項の照会及びヒアリングについて 

Ⅳ 参考資料について 

Ⅴ 評価作業と事前研修について 

Ⅵ その他（自由記述） 

⑤ 学部・研究科等の現況分析 

  Ⅰ 大学から提出された現況調査表について 

  Ⅱ 評価方法について 

Ⅲ 参考資料について 

Ⅳ 評価作業と事前研修について 

Ⅴ その他（自由記述） 

⑥ 研究業績水準判定 

  Ⅰ 大学から提出された研究業績について 

  Ⅱ 参考資料について 

  Ⅲ 判定について 

  Ⅳ 作業について 

  Ⅴ 自由記述 
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